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平成 23年度 事業報告

平成 23年 4月 1日 から平成 24年 3月 31日 まで

I。 事業の概要

平成 23年度は下記のように、研究助成、褒賞、国際交流事業及び普及事業

を実施した。

研究活動に対する助成

平成 23年 7月 、募集要領を、関連 34学会、財団の理事、評議員に送付、

及びホームページに記載し、研究助成候補者を公募。

締切日(平成 23年 10月 14日 )までに 64件の応募があり選考の結果下記

10件の助成を決定。  1件 =100万円

希窪 冨   (京都大学大学院薬学研究科 准教授)
「非酵素的翻訳後修飾による脳機能制御機構」

顧丼 1罫  (京都大学大学院医学研究科 特定准教授)
「社会性行動を担う遺伝子ネットワークの同定」

賛賠奨腸  (京都大学大学院医学研究科 准教授 )
「分子神経イメージングによる神経経済学の発展」

詫満 崎律  (筑波大学大学院人間総合科学研究科 講師)
「TDP‐ 43と RNA編集に関連した孤発性筋萎縮性側索硬化症の

発症に関与するmicroRNAの 探索」

材嘗プ夫鷺 (横浜市立大学大学院医学研究科 准教授)
「神経再生促進物質 LOTUSの生理機能解析」

欝 黄場  (北海道大学医学研究科 教授)
「時間情報処理における大脳小脳連関の役割」

菫百衛撮  (大阪大学大学院歯学研究科 准教授)
「神経麻痺の神経機構の解明」

隠爵 iぎ
｀
 (東京女子医科大学医学部 助教)
「体性感覚野における特徴抽出機構の発達解析」

松尾冨 夫  (徳島文理大学・香川薬学部 講師)
「ニューロンにおける核内DNA増幅メカニズムの解明」

癬 塚賞  (大阪大学医学系研究科 特任研究員)
「脳磁計による神経義手のALS患者への適応」

研究に対する褒賞

平成 23年 7月 、推薦要領を、関連 34学会、財団の理事、評議員に送付、

及びホームページに記載し、塚原仲晃記念賞受賞候補者の推薦を公募。

締切日 (平成 23年 10月 14日 )までに、11件の推薦があり、選考の結果

下記 2件の授賞を決定。 各 100万円
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讐非寿喬 (理化学研究所 器官発生研究グループ グループディレクター)

「脳発生の試験管内再現による制御機序の研究」

=百
業邑 (理化学研究所 システムバイオロジー研究プロジェクト

プロジェクト・リーダー)

「哺乳類概同時計による環境の内部表現の解明」

3.国際交流助成

(1)海外派遣研究助成

平成 23年 7月 、募集要領を関連 34学会、財団の理事、評議員に送付、

及びホームページに記載し、海外派遣研究助成候補者を公募。

締切日 (平成 24年 1月 13日 )までに、7件の応募があり、選考の結果

本年度は 該当なし と決定。

(2)海外研究者招聘助成

平成 23年 7月 、募集要領を関連 34学会、財団の理事、評議員に送付、

及びホームページに記載し、海外研究者招聘助成候補者を公募。

締切日 (平成 24年 1月 13日 )までに、11件の応募があり、選考の結果

下記 8件の助成を決定。 合計 200万円
申込者 :バディム・ジンチク (高知大学医学部助教)

ベルンド・ウォルシェイド氏 (チューリッヒエ科大学研究室長)を、

第 14回国際組織細胞化学会議における講演者として招待。20万円。

研究テーマ「生きた細胞・組織におけるリガンド依存的な受容体同定

のためのプロテオミクス法」

申込者 :山米債■ (産業技術総合研究所研究員)

申込者

ぶ島ぎ字氏 (ワシントン大学上席研究員)を、

第 35回 日本神経科学大会における講演者として招待。25万円。

研究テーマ「運動学習における小脳‐基底核連関を探る」

貝涌誠豊 (第 35回神経科学学会大会長)

クラウディア・バーニ氏 (ロ ーマ大学教授)を、

第 35回 日本神経科学大会における講演者として招待.30万円。

研究テーマ「脆弱X染色体症候群におけるシナプス可塑性の分子基盤」

山米雪穆 (大阪大学大学院教授)

マイケル・クレア氏 (エール大学准教授)を、

第 35回 日本神経科学大会における講演者として招待。25万円。

研究テーマ「視覚地図形成におけるHebb則の役割」

茄爆慧賞 (理化学研究所脳科学総合研究センター チームリーダー)

申込者

シンユウ・ツァオ氏 (ウイスコンシン大学准教授)を、

第 35回 日本神経科学大会における講演者として招待。25万円。

研究テーマ 「成体脳ニューロン新生を制御するエピジェネティック

メカニズムのクロス トーク」
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申込者 :平田霧芝 (大阪大学大学院医学系研究科特任准教授)

ジョセフ・オードハティー氏 (カ リフォルニア大学博士後研究員)を、

第 35回 日本神経科学大会における講演者として招待。25万円。

研究テーマ「BMIの感覚フィードバック」

申込者 :特西釜釜 (理化学研究所脳科学総合研究センター チームリーダー)

アルバート・リー氏 (ジャネリアファーム グループリーダー)を、

第 35回 日本神経科学大会における講演者として招待。25万円。

研究テーマ「自由行動動物からのパッチクランプ法」

申込者 :揮井釜義 (第 26回 日本エイズ学会総会 会長)

ピーター・ピオット氏 (ロ ンドン大学公衆衛生学教授)を、

第 26回 日本エイズ学会学術集会における講演者として招待。25万円。

研究テーマ「グローバルな視点からみたエイズ研究」

4.普及啓発事業

(1)講演会等の開催

① 「塚原仲晃賞」受賞記念講演会

平成 23年 9月 15日 (本)午後 2時から午後 4時

横浜国際会議場にて、第 25回 (平成 22年度受賞者)塚原仲晃賞受賞記念講演会

を開催。対象は脳科学関係の研究者。参加者約 500名。入場無料。

② 「脳の世紀」シンポジウム

平成 23年 9月 7日 (水)午前 10時 15分より有楽町朝日ホールにて「脳の世紀」

シンポジウムをNPO法人脳の世紀推進会議と共同開催。
特別講演及び 期蛍を知る"期肖を育む"期肖を守る"のテーマについて講演。

対象は一般市民。参加者約 600名。入場無料。

特別講演 :「災害に震える脳」

山折哲雄 (宗教学者)

「認知症へのテクノロジー支援」

坂村 健 (東京大学大学院情報学環)

「記憶形成のダイナミクス」

井ノロ馨 (富山大学大学院医学薬学研究部)

「広汎性発達障害 (自 閉症)の理解と治療に向けて」

北澤 茂 (大阪大学大学院生命機能研究科)

「トラウマからの回復」

金 吉晴 (国立精神・神経医療研究センター)

③ 「世界脳週間」の開催

「世界脳週間」をNPO法人脳の世紀推進会議と共同開催。
2011年度は春から秋にかけて全国の下記 13会場にて開催し、公開講演、討論、

病院や研究所の公開、学校訪問などを実施。対象者は中高校生及び学校関係教職

員と一般市民。参加費無料。

特別講演

脳を知る

脳を育む

脳を守る
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奈良女子大学附属中等教育学校、新潟大学脳研究所、京都市立堀川高等学校、

群馬大学アメニティー講義室、名古屋市立大学向陽高等学校、岡崎「げんき館」、

広島大学医学部、桐朋中学・高等学校、せんだいメディアテーク、玉川大学工学部、

北海道大学医歯学総合研究棟、理化学研究所、桜蔭学園

(2)広報活動

研究報告集 :第 24回塚原仲晃記念賞受賞者及び第 24回研究助成受領者の研究報告

を「ブレインサイエンス・レビュー2012」 として編集。

Ⅱ.処務の概要

1.役員に関する事項

(1)理事及び監事

平成 24年 3月 31日 現在の理事・監事l■FJll紙記載のとおり。

(2)理事会

平成 23年度第 1回理事会 (平成 23年 5月 25日 開催)

議決事項

①平成 22年度事業報告

②平成 22年度収支決算報告

平成 23年度第 2回理事会 (平成 24年 2月 28日 開催)

議決事項

①第 26回塚原仲晃記念賞、研究助成及び第 25回国際交流助成の選考について

②平成 24年度事業計画について

③平成 24年度収支予算について

④選考委員の選任について

⑤「寄附金等取扱規程」について

承認事項

①理事及び監事の推薦について

2.評議員に関する事項

(1)評議員

平成 24年 3月 31日 現在の評議員は別紙記載のとおり。

(2)評議員会

平成 23年度第 1回評議員会 (平成 23年 6月 14日 開催)

議決事項

①平成 22年度事業報告

②平成 22年度収支決算報告

４
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平成 23年度第 1回臨時評議員会 (平成 24年 3月 22日 開催)

承認事項

①第 26回塚原仲晃記念賞及び研究助成、第 25回国際交流助成の選考について

②平成 24年度事業計画について

③平成 24年度収支予算について

④選考委員の選任について

⑤「寄附金等取扱規程」の承認について

3.選考委員に関する事項

(1)選考委員

平成 24年 3月 31日 現在の選考委員は別紙記載のとおり。

(2)選考委員会

平成 23年度選考委員会 (平成 24年 2月 15日 開催)

協議事項

①第 26回塚原仲晃記念賞受賞者の選考

②第 26回研究助成受領者の選考

③第 25回国際交流助成受領者の選考

4.顧間に関する事項

平成 24年 3月 31日 現在の顧間は別紙記載のとおり。

5.事務局職員に関する事項

事務局長 佐藤裕子
事務局員 小杉夏子

6.登記に関する事項

なし

7.寄附金に関する事項

寄附金収入額は 5,000,000円 (企業 1社より)
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理 事 及 び 監 事

(平成 24年 3月 31日 現在)

理 事 長  伊藤 正男  理化学研究所脳科学総合研究センター特男1顧間
常務理事   川合 述史  千葉 。柏リハビリテーション病院精神神経センター長

貴邑冨久子  横浜市立大学名誉教授
理  事   久保田 競  国際医学技術専門学校副校長

永津俊治  名古屋大学及び藤田保健衛生大学医学部名誉教授
廣川信隆  東京大学大学院医学系研究科特任教授
御子柴克彦  理化学研究所脳科学総合研究センターチームリーダー

吉田正弘  本田技研工業株式会社取締役
監  事   伊藤  醇  公認会計士

岡田秀樹  本国技研工業株式会社監査役

評 議 員

(平成 24年 3月 31日 現在)

議  長   大塚 正徳  東京医科歯科大学名誉教授

評 議 員  葛西道生  大阪大学名誉教授
金澤一郎  国際医療福祉大学大学院教授
酒日英夫   元日本大学医学部教授
鈴木良次  金沢工業大学研究支援機構顧問
津本 忠治  理化学研究所脳科学総合研究センターチームリーダー

外山敬介   株)ATR脳情報研究所 招聘研究員
水野 昇  京都大学名誉教授
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選考委員

(平成 24年 3月 31日 現在)

委 員 長  宮下保司  東京大学大学院医学系研究科教授
委  員  飯野正光  東京大学大学院医学系研究科教授

岡野 栄之  慶応義塾大学医学部教授
岡部 繁男  東京大学大学院医学系研究科教授
河田 光博  京都府立医科大学大学院医学研究科教授
川人 光男  株式会社 ATR脳情報研究所長
高橋良輔  京都大学大学院医学研究科教授
西川 徹   東京医科歯科大学大学院教授
三品 昌美  東京大学大学院医学系研究科教授

顧  問
(平成 24年 3月 31日 現在)

川本 信彦  本田技研工業株式会社最高顧間
佐野 豊  京都府立医科大学名誉教授
維名 武雄  日本アイ 。ビー・エム最高顧間        

‐

塚原員佐子  故塚原仲晃教授夫人
森  亘  東京大学名誉教授
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